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高分子化学研究室（研究室主催者：為末 真吾 准教授）、および同研究室修士２年岡田理

沙が報告した、接着部の外側から接着するタイミングや場所を制御することのできる、柔ら

かいゼリー状材料であるゲルの間接的な接着手法に関する論文が ACS Applied Polymer 

Materials（アメリカ化学会）の表紙絵に選出されました。本研究課題のように患部に触れず

に接着できる技術は生体内でのゲルの人工組織としての利用や薬物輸送、工業分野での塗

料やゴムの利用に応用展開することが期待されます。 
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